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は「フィロ」と「ソフィー」を主人公とした，哲学の教科書（Lüscher, L. & Richner, M., Aron, Nora 







































































































































  ・グローバリゼーションのなかで，あなたは子どもにどのような教育を行っていますか。 
  ・グローバリゼーション下でどのような人々を育成したいですか。 
  ・あなたが教師として成長するうえで意義あることは何ですか。 
 B.教員養成大学教員と学生へのインタビュー 
  ・あなたが学生を教育するときにグローバリゼーションを意識していますか。（大学教員用） 
  ・どのような教師を養成したいですか。（大学教員用） 
  ・どのような教師になりたいですか。（学生用） 
 C.教育省等教育行政機関へのインタビュー 
  ・教育政策と教員養成政策の基本方針はどのようなものですか。 
・あなたの国が抱えている主要な教育課題はどのようなものですか。 
























































































































スイスで観察した授業は，ドイツ語文化圏にあるザンクト・ガレンにある Primarschule Halden の 1，
2 年生の複式学級での哲学の授業である。児童数は 18 名であり，授業担当者は学級担任 1 名と大学教員
1 名の合計 2 名であった。 


































































































    どこができるようになったかということを審査するのは自分の仕事。要するに，先生ではな
しに子どもが自分でやります。そういうふうに１，２年生はやります。」 


























































言語のカリキュラムですが，外国語は 5 年生と 6 年生はラテン語と英語を学びます。8 年生に
なると選択になり，ギリシャ語，フランス語，NWT（自然科学と技術が合わさったような科目），













































我々が訪問したプラハの Základní škola Petřiny-sever（ペトジニ北基礎学校）は「センター方式」と
呼ばれる授業方式を取り入れている学校である。その方式は，違いを尊重し，意見の異なる人も，たと
え自分勝手な子がいたとしても，互いに協働し，まとめていくことを重視するグループ学習のことであ
る。そこで観察のために用意された 1 つ目の実践は，偏見をテーマにした 5 年生の社会科の授業である。 
黒板には「中心ルール」として話し方の注意点や時間管理について書かれている。教師の合図で子ど














2 つ目の実践は，演劇を用いたいじめの授業である。7 年生の有志 6 名が，担当教師とともに作った
いじめを題材にした演劇を，5 年生 24 名に披露するという実践である。7 年生の司会のもと，いじめの
授業が進行していった。 
いじめっ子役の 3 名の女子がいじめられっ子役の 1 名の男子をいじめるという劇を一度演じる。次に，
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The purpose of this study is to report on the practice of cultivating moral education to foster citizens in 
primary education in Switzerland, Germany and the Czech Republic. By clarifying the commonalities of these 
countries, the practice of moral education will be considered from a macro perspective such as a European 
regional perspective. 
    Four important findings were drawn from the results. First, the basis of the moral education is the 
actualization of citizens as individuals. Second, citizens giving their opinions is expected as part of the 
education. Third, in addition to learning to understand the reality of social issues, experimental learning is 
carried out in order to solve the problems. Fourth, the practice is carried out from the perspective of connecting 
with society. 
 
